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足腰を鍛える、ものづくり１年生の夏

新設！山村づくり講座

設計士の卵たちの大工修行
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足腰を鍛えると言っても、走ったりするわけではありません。木工経験のない人が入学者の大半

を占める森林文化アカデミーのものづくり研究会では、１年生の前期に額縁や小箱など、ちいさ

な課題の制作が続きます。これらの課題をこなしながら、ノミ・カンナなどの手工具や、木工機械の使い方を

覚えていくのです。この時期に基礎的な技術を身につけることを、足腰を鍛えると呼んでいます。１年生後期

からは、間伐材など制約のある材料を生かしたり、自ら家具をデザインする課題に取り組みます。夏に鍛えた

足腰が、ここで生きてくるのです。

「聞書き」など地元学の手法にならい、地域に住む方 と々学生、教員との共同作業により地域のお宝

を見出し、誇りとして再認識できるような活動を企画・運営する「地域調査演習」、「地域活動演習」

の他、豊かな自然の保全のための自然環境調査法、「地域デザイン論」「山村ビジネス論」などの講

義、エコツーリズム等を企画・実践する「交流観光活動実習」、山村生活技術を身につける「地域生

活実習」など、学びは多岐に渡ります。山村の豊かな資源を活かした地域の活性化に取り組みたい

という熱い思いを持った方の応募をお待ちしています。

 2011年 度より新設されるこの講座では、山村地域の生活文化や里山環境を理解し、そ

の存続、継承、再興、活用を目指し、山村を内と外から活性化できる人材を育成します。

夏休みに入った７月末から本格的に工事がスタートし、基礎はほぼ完成。その後、中津

川にある木匠塾で大工修行を行いました。設計者の卵たちがノミやカンナを手にする、

貴重な機会です。

材料ができたら現場に運んで組み立て、９月２４日には上棟式です。

まだまだ先は長い、ガンバレ！

られ、最優秀の作品を学生たちが自ら校内に建設する！という授業課題です。材料も、学生が

実習で伐った木を使います。

今年度はコンペの結果、バイオマストイレとだんだん状のデッキを持つ施設、「あらかしのだん

だん」に決定。

木造建築スタジオでは、自力建設プロジェクトが順調に進んでいます。「自力建設」

とは、木造建築を学ぶ学生たちの登竜門。入学後まもなく、建物の設計課題を与え



2011年 4月、森林文化アカデミーが新しく生まれ変わります！

入試日程 お問い合わせ

林業再生

森と木のクリエーター科 森と木のエンジニア科

山村づくり （森林・林業・木材利用）木造建築 ものづくり

高性能林業機械を使いこなす

森林施業ビフォーアフター！

岐阜県立森林文化アカデミーは、森林を多面的に活用し、新たな森林文化の創造に寄与できる人材を育成する２年制の専修学校として、2001 年の春に開学

しました。開学10 年を機に、時代の要請に合わせて講座とカリキュラムを刷新します。

大卒または実務経験のある人を対象とする「森と木のクリエーター科」は、従来の５つの研究会から、「林業再生」「山村づくり」「木造建築」「ものづくり」の４つ

の講座へ再編されます。高卒以上の人を対象とする「森と木のエンジニア科」は、従来の３つのコースが１つに統一され、「森林・林業・木材利用」の分野で実践

的な学習ができるようになります。

最新の情報は、森林文化アカデミーのホームページ www.forest.ac.jp で確認してください。

森と木のクリエーター科� 前期入試� 2010年1 0月16日

� 後期入試� 2011年 1月29日

森と木のエンジニア科� 推薦入試� 2010年1 0月17日

� 一般入試� 2010年1 1月20日

� 後期入試� 2011年 1月30日

学校見学は随時受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

501-3714 岐阜県美濃 市曽代88 岐阜県立森林文化アカデミー

tel 0575-35-2525  fax 0575-35-2529

email info@forest.ac.jp

ーヤーダと呼ばれるこうした大型機械が欠かせません。

エンジニア科では、現場に入ってこれらの機械を操作し、伐採した木材を集め、枝を払って、運搬

する実習を行っています。機械を使うだけでなく、始業前に点検をしたり、使用後にメンテナンス

をするのも、大切な実習の一部です。

写真はエンジニア科の学生たちが、高性能林業機械のメンテナンス法をメーカー

の技術者から学んでいるところ。現代の林業では、プロセッサーやフォワーダ、タワ

地域林業研究会には「森林施業演習」という授業があります。山主さんの依頼を受け

て学生が施業提案を行い、施業するというものです。

右の写真は岐阜市内の幼稚園の裏山。園長先生は子どもたちに山で遊んでほしいと思っていま

したが、山は木が生い茂って暗く、蚊が大量発生するなど、遊ばせられない状況でした。

そこで「安全で明るく入りやすい山」をテーマに、学生が施業を計画、実施しました。左が明る

くなった施業後の写真です。たまった落ち葉を集めて「カブトムシのアパート」を設置するな

ど、幼稚園の裏山ならではの工夫もしています。

幼稚園のみなさんには、とても喜んでいただきました。


